
うぐ

平
安
時
代
の
中
期
の
貴
族
層
の
婚
姻
居
住
に
つ
い
て
、
高
群
逸
枝

（
２
）

は
次
の
よ
う
な
学
説
を
提
示
し
た
。

妻
方
居
住

妻
方
ｌ
独
立
居
住
〈
妻
方
提
供
〉
一
患
勃
峨
鍬
棚
に
輯
駐
硫
な
い
）

妻
方
ｌ
独
立
居
住
〈
夫
提
供
〉
一
哉
勃
縦
鍬
泄
腫
輯
剛
州
糊
）

夫
方
居
住

つ
ま
り
、
平
安
時
代
を
妻
方
提
供
型
主
流
社
会
で
あ
る
と
し
た
の
で

あ
る
。
こ
の
学
説
を
支
持
し
、
現
在
の
古
代
家
族
研
究
の
牽
引
者
的

研
究
家
が
関
口
裕
子
氏
で
あ
る
。
氏
は
「
七
世
紀
末
’
二
世
紀
中

葉
の
全
階
層
の
婚
姻
居
住
規
制
お
よ
び
具
体
的
家
族
形
態
は
高
群
が

一
○
’
二
世
紀
中
葉
の
貴
族
層
に
つ
い
て
実
証
し
た
も
の
と
同
じ

で
あ
る
と
結
論
で
き
よ
う
。
そ
し
て
こ
の
具
体
的
家
族
と
は
結
局
、

親
夫
婦
と
娘
夫
婦
、
姉
夫
婦
と
妹
夫
婦
は
同
居
・
同
火
で
き
る
が
親

夫
婦
と
息
子
夫
婦
、
兄
夫
婦
と
弟
夫
婦
は
同
居
・
同
火
で
き
な
い
と

〔
論
説
〕

（
１
▲
）

平
安
時
代
の
父
系
二
世
代
同
居
家
族
に
つ
い
て

ｌ
高
群
・
鷲
見
両
説
を
中
心
と
し
て
Ｉ

い
う
原
理
の
貫
徹
し
た
家
族
の
こ
と
で
、
高
群
の
「
招
婿
婚
」
の
本

（
Ｑ
Ｊ
）

質
は
じ
つ
は
か
か
る
も
の
で
あ
」
る
と
す
る
。
高
群
が
実
証
し
た
婚

姻
居
住
と
は
上
述
し
た
学
説
の
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
同
学
説

（
川
仕
）

が
意
図
的
虚
構
で
あ
っ
た
こ
と
は
別
稿
で
詳
論
し
た
と
う
り
で
あ
る

が
、
論
旨
の
都
合
上
要
点
の
ゑ
こ
こ
に
再
論
し
て
お
こ
う
。

高
群
は
平
安
時
代
妻
方
提
供
型
婚
姻
居
住
主
流
説
の
根
拠
と
し

て
、
父
母
夫
婦
と
娘
夫
婦
は
同
居
同
火
で
き
る
が
、
父
母
夫
婦
と
息

子
夫
婦
は
同
居
同
火
で
き
な
い
、
つ
ま
り
父
系
異
居
（
Ⅱ
母
系
同

居
）
を
提
示
す
る
。
筆
者
の
追
調
査
に
よ
れ
ば
、
平
安
時
代
に
父
系

が
異
居
す
る
慣
行
が
存
在
し
た
ら
し
い
こ
と
は
支
持
で
き
る
。
と
こ

ろ
が
、
こ
の
慣
行
の
存
在
は
高
群
の
言
う
よ
う
に
妻
方
提
供
型
が
主

流
で
あ
っ
た
こ
と
の
証
明
に
は
な
ら
な
い
。
高
群
に
よ
れ
ば
、
仮
に

妻
方
に
居
住
し
て
い
た
夫
が
、
何
年
か
後
、
夫
方
の
父
母
夫
婦
の
も

と
に
妻
子
を
連
れ
帰
れ
ば
、
そ
こ
で
の
同
居
形
態
は
父
母
・
息
子
夫

婦
・
内
孫
と
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
平
安
時
代
に
は
こ
の
よ
う
な
父
系

栗
原
弘
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同
居
形
態
は
見
当
ら
ず
、
父
母
・
娘
夫
婦
・
外
孫
の
母
系
的
同
居
形

態
の
み
見
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
夫
婦
が
夫
方
へ
転
居
す
る
形
態
は
存

在
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
故
、
平
安
時
代
は
妻
方
提
供
型
居
住
形
態
が

主
流
で
あ
っ
た
と
主
張
す
る
。
だ
が
、
こ
の
高
群
の
説
明
に
は
重
大

な
事
実
が
意
図
的
に
排
除
さ
れ
て
い
る
。
高
群
は
、
妻
方
居
住
後
に

夫
婦
が
転
居
す
る
第
宅
を
「
夫
方
の
父
母
夫
婦
が
居
住
す
る
第
宅
」

に
限
定
し
て
叙
述
し
て
い
る
。
父
母
が
居
住
し
て
い
な
い
夫
方
の

別
宅
、
夫
方
の
父
母
が
死
去
し
空
屋
に
な
っ
た
住
宅
等
の
存
在
を
明

確
に
し
な
か
っ
た
。
夫
方
の
別
宅
等
に
夫
婦
が
転
居
す
れ
ば
、
父
母

と
息
子
夫
婦
は
同
居
す
る
こ
と
は
な
い
。
従
っ
て
、
父
系
異
居
慣
行

と
矛
盾
せ
ず
夫
婦
の
夫
方
へ
の
移
転
は
可
能
で
あ
る
。
平
安
時
代
は

こ
の
形
態
が
主
流
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
た
だ
し
、
高
群
は
夫
が

独
力
で
得
た
住
居
に
夫
婦
が
転
居
す
る
形
態
を
例
外
的
形
態
と
し
て

存
在
す
る
こ
と
は
認
め
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
場
合
で
も
実
際

忠
平
（
小
一
条
）
ｌ
実
頼
（
小
野
宮
）

ｌ
師
輔
（
九
条
）

ｌ
師
尹
（
小
一
条
）
Ｉ
済
時
（
小
一
条
）

（
『
平
安
鎌
倉
室
町
家
族
の
研
究
』
二
○
八
頁
）

基
経
（
堀
川
）

誤
系
図
（
『
招
婿
婚
の
研
究
』
三
七
一
’
二
頁
）

は
夫
の
独
力
で
は
な
く
、
夫
方
の
父
か
ら
得
た
事
例
が
主
流
で
あ
っ

た
は
ず
の
も
の
を
、
そ
の
よ
う
な
「
夫
方
」
の
事
例
は
全
く
存
在
し

、
、

な
い
か
の
如
く
叙
述
し
て
い
る
姿
勢
が
問
題
な
の
で
あ
る
。
明
ら
か

に
、
高
群
学
説
は
意
図
的
虚
構
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

長
年
高
群
を
支
持
し
て
来
た
筆
者
と
し
て
は
心
苦
し
い
の
で
あ
る

が
、
こ
こ
で
意
図
的
操
作
の
一
例
を
高
群
の
父
系
異
居
説
の
中
で
明

ら
か
に
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
鷲
見
等
曜
氏
は
高
群
の
「
摂
関

流
関
係
父
子
異
居
図
」
に
つ
い
て
、
藤
原
師
尹
を
基
経
の
子
と
し
て

（
臣
Ｊ
）

い
る
の
は
忠
平
の
子
の
誤
り
で
あ
る
旨
を
指
摘
し
、
高
群
が
「
こ
れ

ら
諸
第
の
伝
領
次
第
に
は
、
父
か
ら
息
子
へ
の
伝
わ
り
か
た
の
も
の

（
虞
Ｕ
）

は
一
例
も
な
い
」
と
す
る
点
を
、
反
証
を
あ
げ
て
批
判
さ
れ
て
い

る
。
氏
の
指
摘
し
た
系
図
上
の
誤
り
は
単
な
る
誤
植
で
は
な
く
、
高

群
の
意
図
的
操
作
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
同
図
の
原
図
は
『
平
安

鎌
倉
室
町
家
族
の
研
究
』
に
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
「
父
子

’ｌ
師
尹
（
小
一
条
）
ｌ
済
時
（
小
一
条
）

忠
平
（
小
一
条
）
忌
辨
蝿
）
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、
、
、
、
、

の
も
し
く
は
男
系
の
同
家
号
名
が
原
則
と
し
て
一
も
な
い
こ
と
で
あ

る
。
．
：
例
外
と
し
て
小
一
条
、
花
山
院
が
あ
る
が
、
小
一
条
第

（
注
略
）
は
忠
平
か
ら
そ
の
五
男
師
尹
に
ゆ
ず
ら
れ
た
。
し
か
し
、

忠
平
生
前
に
こ
の
父
子
の
二
世
代
が
同
居
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
．
：

師
尹
か
ら
、
さ
ら
に
そ
の
子
済
時
に
ゆ
ず
ら
れ
、
し
た
が
っ
て
祖

父
、
父
子
と
三
代
小
一
条
家
号
を
称
し
て
い
る
の
は
珍
し
い
例
で
あ

（
ワ
Ｉ
）
る
（
傍
点
栗
原
）
」
と
さ
れ
て
い
た
。
従
っ
て
、
第
宅
が
三
世
代
に

わ
た
っ
て
父
系
伝
領
さ
れ
る
実
例
が
あ
る
こ
と
を
認
知
し
て
い
た
の

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
『
招
婿
婚
の
研
究
』
で
は
「
原
則
と
し
て
」

と
い
う
語
が
削
ら
れ
、
「
こ
れ
ら
諸
第
の
伝
領
次
第
に
は
、
父
か
ら

息
子
へ
の
伝
わ
り
か
た
の
も
の
は
一
例
も
な
い
」
に
改
変
さ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
、
誤
系
図
に
内
容
を
合
致
さ
せ
る
か
の
如
く
、
前
書
で

は
忠
平
か
ら
師
尹
に
譲
ら
れ
た
旨
が
明
記
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
後

書
で
は
削
除
さ
れ
、
忠
平
か
ら
師
尹
へ
の
伝
領
経
過
が
全
く
説
明
が

な
さ
れ
て
い
な
い
。
師
尹
と
済
時
の
父
子
伝
領
過
程
の
み
言
及
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
誤
植
に
よ
っ
て
生
じ
る
こ
と
で
は
な

い
。
高
群
は
自
説
の
女
系
伝
領
説
を
強
調
す
る
が
余
り
、
史
実
に
反

し
父
系
伝
領
が
一
例
も
な
い
と
構
想
を
飛
躍
さ
せ
た
た
め
に
、
例
外

的
事
例
と
な
る
小
一
条
・
花
山
院
等
の
処
理
に
苦
慮
し
た
の
で
あ

る
。
そ
の
結
果
が
系
図
の
操
作
に
表
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
事

実
、
も
う
一
方
の
例
外
で
あ
っ
た
花
山
院
第
も
前
書
で
は
掲
載
さ
れ

て
い
た
の
が
、
や
は
り
後
書
で
は
削
除
さ
れ
て
い
る
（
七
○
八
頁
）
。

こ
れ
も
意
図
的
操
作
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

高
群
は
父
系
異
居
慣
行
を
発
見
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
第
宅
の
女
系

伝
領
説
・
妻
方
提
供
型
主
流
説
の
根
拠
と
し
て
説
明
し
よ
う
と
し
た

所
に
無
理
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
高
群
の
研
究
成
果
を
再
検
討
し
、

そ
の
他
諸
先
学
の
知
見
に
よ
る
現
段
階
で
の
平
安
時
代
の
貴
族
層
の

婚
姻
居
住
形
態
は
、
高
群
が
例
外
的
と
し
た
夫
方
提
供
型
こ
そ
主
流

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
具
体
的
に
言
え
ば
、
独
立
居
住
〈
夫
方
提

供
〉
が
主
流
で
あ
り
、
夫
方
居
住
〈
父
系
同
居
し
な
い
形
で
の
〉
・

妻
方
居
住
・
訪
婚
も
存
在
し
て
い
た
と
す
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
男
は
婚
姻
の
開
始
期
は
妻
方
へ
居
住
し
何
年
か
を
送
る
。
こ
こ

で
妻
方
父
母
夫
婦
・
娘
夫
婦
・
外
孫
の
同
居
形
態
が
形
成
さ
れ
る

（
非
父
系
的
同
居
形
態
）
。
そ
の
後
、
夫
婦
が
独
立
可
能
と
な
る
と
夫

婦
は
夫
方
提
供
の
住
居
へ
転
居
す
る
。
こ
の
時
夫
婦
は
夫
方
父
母
夫

婦
と
同
居
せ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
別
居
す
る
（
父
系
異
居
）
。
従
っ
て
、

妻
が
夫
方
へ
転
居
す
る
夫
方
提
供
型
居
住
形
態
と
父
系
異
居
と
は
相

互
に
矛
盾
す
る
慣
行
で
は
な
い
。
そ
れ
故
に
、
父
系
異
居
と
非
父
系

的
同
居
形
態
の
存
在
は
、
高
群
の
主
張
す
る
如
く
、
夫
婦
が
夫
方
へ

転
居
し
な
い
妻
方
提
供
型
を
主
流
と
す
る
根
拠
に
は
な
り
得
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
高
群
学
説
は
父
系
異
居
を
拡
大
解
釈
し
て
成
立
し

た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
支
持
す
る
形
で
提
示
さ
れ
た
関
口
説
、
そ
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Ｊ一一く

（
９
）

鷲
見
氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
高
群
は
貴
族
層
が
多
く
の
別
宅
を

所
有
し
て
い
た
こ
と
を
明
確
に
し
な
か
っ
た
。
高
群
説
は
、
当
時
の

実
態
に
即
し
て
父
系
異
居
を
説
明
せ
ず
、
妻
方
提
供
型
居
住
形
態
の

存
在
の
根
拠
と
し
た
こ
と
に
混
乱
の
原
因
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
高

群
の
説
明
は
正
確
で
は
な
い
と
し
て
も
、
改
め
て
我
々
が
当
時
の
実

態
に
即
し
て
父
系
異
居
を
再
解
釈
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
平
安

時
代
に
お
い
て
、
第
宅
の
伝
領
で
は
父
系
伝
領
が
主
流
で
あ
り
、
居

住
形
態
で
は
夫
方
提
供
型
が
主
流
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と

が
父
系
二
世
代
同
居
家
族
の
存
在
を
意
味
し
な
い
。
先
に
も
触
れ
た

よ
う
に
、
父
系
二
世
代
が
同
居
せ
ず
父
系
伝
領
を
行
う
こ
と
が
可
能

だ
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
高
群
説
の
誤
謬
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
貴
族

層
の
父
系
二
世
代
同
居
の
存
在
を
実
証
し
た
本
格
的
研
究
が
出
さ
れ

て
い
な
い
現
在
、
父
系
二
世
代
同
居
家
族
が
な
か
っ
た
と
す
る
見
解

を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
筆
者
の
追
調
査
で
も
高
群
の
こ
の

見
解
に
対
す
る
積
極
的
な
反
証
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
高
群
が
言
う
よ
う
に
父
子
の
邸
宅
名
が
異
な
る
の
は
別
居
で

あ
っ
た
と
仮
定
し
、
同
一
で
あ
っ
た
場
合
の
同
居
問
題
を
小
一
条
第

（
○
０
）

し
て
服
藤
早
苗
氏
や
か
つ
て
の
私
の
見
解
は
再
検
討
が
必
要
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

を
例
に
と
っ
て
見
て
お
こ
う
。
忠
平
・
師
尹
・
済
時
の
三
世
代
は
す

べ
て
「
小
一
条
」
（
尊
卑
）
と
呼
ば
れ
て
い
て
、
同
第
は
父
・
子
・
孫

と
父
系
伝
領
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
問
題
は
忠
平
と
師
尹
、
師
尹

と
済
時
が
二
世
代
の
夫
婦
同
居
を
し
て
い
た
か
否
か
で
あ
る
。
ま
ず

忠
平
は
天
暦
三
（
九
四
九
）
年
同
第
で
死
去
し
た
（
紀
略
・
公
補
）
。
こ

の
時
師
尹
は
三
十
才
。
師
尹
は
十
七
才
頃
藤
原
定
方
娘
に
妻
方
居

（
加
）
住
し
、
定
時
・
済
時
等
が
生
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
忠
平
が
死
去
し

た
頃
に
は
師
尹
夫
婦
が
小
一
条
第
に
同
居
し
て
い
た
可
能
性
が
あ

る
。
残
念
な
が
ら
、
管
見
の
限
り
こ
れ
を
確
認
す
る
史
料
は
見
当
ら

な
い
。
と
こ
ろ
が
、
忠
平
の
死
後
十
年
の
『
日
本
紀
略
』
天
徳
三

（
九
五
九
）
年
一
月
二
十
五
日
条
に
「
中
宮
自
朱
雀
院
遷
御
子
小
一

条
伊
尹
朝
臣
宅
東
一
条
」
と
あ
る
。
同
記
事
を
信
頼
す
る
な
ら
ば
、

こ
の
時
小
一
条
第
は
師
尹
の
オ
イ
伊
尹
第
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

す
る
と
師
尹
の
小
一
条
居
住
は
こ
れ
以
降
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら

（
、
）
れ
、
忠
平
師
尹
父
子
は
不
同
居
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
く
な
る
の
で

あ
る
。
次
に
、
師
尹
と
そ
の
子
供
達
は
ど
う
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
長
男
定

（
貞
）
時
は
「
小
一
条
怨
霊
貞
時
是
也
」
（
尊
卑
）
、
次
男
済
時
は

「
号
小
一
条
大
将
」
（
同
）
と
言
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
小
一
条
第
に
居

住
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
定
時
は
詳
細
が
不
明

で
あ
り
、
居
住
形
態
に
つ
い
て
は
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
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済
時
に
つ
い
て
見
て
お
こ
う
。
父
師
尹
は
安
和
二
（
九
六
九
）
年
に

死
去
し
た
。
こ
の
時
済
時
は
二
十
九
才
。
結
婚
し
て
い
る
年
令
で
あ

る
が
、
済
時
の
子
相
任
以
下
は
彼
が
三
十
才
を
越
え
て
生
れ
て
い

（
皿
）る
。
長
男
為
任
（
年
令
不
詳
）
は
寛
徳
二
（
一
○
四
五
）
年
に
射
殺

（
鯛
）

さ
れ
て
い
る
。
逆
算
し
て
済
時
が
二
十
九
才
の
時
に
誕
生
し
て
い
た

か
微
妙
な
所
で
あ
る
。
妻
（
源
能
正
娘
も
し
く
は
源
兼
忠
娘
か
）
が

長
男
の
誕
生
頃
に
夫
方
へ
転
居
す
る
の
は
常
識
的
に
は
早
す
ぎ
る
。

つ
ま
り
、
父
師
尹
の
死
去
す
る
以
前
に
、
済
時
は
子
供
が
出
来
た
様

子
が
な
く
、
父
邸
に
妻
を
入
家
さ
せ
て
い
た
の
か
疑
問
で
あ
る
。

又
、
済
時
は
源
延
光
娘
と
も
結
婚
し
て
い
る
。
『
栄
花
物
語
』
（
巻

第
一
）
に
よ
れ
ば
延
光
娘
へ
の
妻
方
居
住
は
天
禄
元
（
九
七
○
）
年

以
降
で
あ
り
、
父
師
尹
死
後
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
師
尹
と

済
時
夫
婦
の
同
居
に
つ
い
て
も
確
証
は
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
忠
平
ｌ
済
時
は
そ
れ
ぞ
れ
小
一
条
第
に
居
住
し

て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
父
系
二
世
代
同
居
に
つ
い
て
は
確

実
な
証
拠
は
見
当
ら
な
い
。
詳
細
は
不
明
な
が
ら
、
夫
婦
間
の
同
居

が
回
避
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
充
分
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
も
高
群
の

父
系
異
居
説
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
根
拠
は
乏
し
い
の
で
あ
る
。

で
は
次
に
、
鶯
見
氏
の
高
群
批
判
を
検
討
し
て
い
こ
う
。
高
群
の

父
系
異
居
説
を
批
判
さ
れ
る
氏
は
、
平
安
時
代
に
は
父
系
二
世
代
同

居
家
族
が
存
在
し
て
い
た
と
す
る
見
解
に
立
っ
て
い
る
。
そ
の
一
例

が
「
（
藤
原
資
平
）
の
長
男
資
房
は
寛
弘
三
年
生
れ
で
あ
る
か
ら
、
彼

は
既
に
知
章
娘
と
結
婚
し
て
い
る
。
そ
し
て
小
野
宮
で
夫
婦
生
活
を

（
Ｍ
）

送
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
」
で
あ
り
、
「
（
藤
原
）
経
季
は
能
通
の

娘
お
よ
び
孫
娘
と
結
婚
し
た
こ
と
に
な
る
．
：
彼
は
そ
れ
以
後
も
常
に

実
資
の
外
出
に
従
っ
て
い
る
か
ら
実
資
第
で
結
婚
生
活
を
送
っ
て
い

（
お
）

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
」
で
あ
る
。
両
者
と
も
に
実
資
の
養
子
夫
婦

が
実
資
第
で
結
婚
生
活
を
送
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
父

系
二
世
代
同
居
家
族
の
事
例
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
こ
こ
で

氏
が
提
示
さ
れ
て
い
る
事
例
は
充
分
な
証
拠
と
な
る
史
料
が
見
ら
れ

ず
、
単
な
る
推
量
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
氏

は
最
も
肝
心
な
資
平
と
経
季
の
妻
が
実
資
の
小
野
宮
へ
居
住
し
て
い

る
確
実
な
史
料
を
示
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
実
資

第
で
資
平
と
経
季
が
夫
婦
で
生
活
を
送
っ
て
い
た
と
は
承
認
で
き
な

い
。
氏
の
見
解
が
正
し
け
れ
ば
、
平
安
時
代
の
貴
族
層
の
父
系
二
世

代
同
居
の
存
在
を
立
証
す
る
貴
重
な
事
例
と
な
る
は
ず
で
あ
る
か

ら
、
氏
に
は
も
っ
と
慎
重
な
実
証
が
要
求
さ
れ
る
。
と
り
わ
け
氏

（
妬
）

は
、
高
群
の
実
証
性
に
つ
い
て
「
社
撰
」
「
粗
雑
」
と
極
め
て
厳
し
い

批
判
を
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
氏
自
身
の
実
証
性
に
つ
い
て

も
厳
格
で
な
け
れ
ば
あ
ま
り
に
も
片
手
落
ち
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ま
た
、
鷲
見
氏
は
高
群
の
父
系
異
居
説
に
対
し
て
「
分
割
相
続
慣

行
は
、
当
然
に
第
宅
の
息
子
へ
の
分
割
譲
与
と
父
子
異
居
を
結
果
す
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る
は
ず
で
あ
る
…
要
す
る
に
》
父
と
息
子
が
異
居
す
る
の
は
当
然
の

（
Ⅳ
）

こ
と
で
」
あ
る
と
も
批
判
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
父
と
息
子
の
世
帯
が

同
居
し
な
い
形
態
の
発
生
原
因
を
分
割
相
続
慣
行
の
故
と
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
高
群
は
こ
の
慣
行
の
発
生
原
因
を
カ
マ
ド
系
の
母
系
観

念
に
も
と
づ
く
禁
忌
的
な
も
の
、
つ
ま
り
父
の
妻
の
カ
マ
ド
と
息
子

の
妻
の
カ
マ
ド
が
相
互
に
異
系
の
故
に
、
両
者
が
合
体
（
同
居
）
で

き
な
い
と
し
た
の
で
あ
る
。
カ
マ
ド
禁
忌
を
母
系
原
理
と
み
る
見
解

は
と
も
か
く
と
し
て
も
、
父
と
息
子
が
別
居
す
る
原
因
に
、
古
代
の

火
の
祭
祀
者
と
し
て
の
女
性
（
妻
）
に
付
随
す
る
宗
教
性
が
何
ら
か

の
原
因
に
な
っ
て
い
る
と
す
る
考
え
方
を
私
自
身
は
捨
て
切
れ
な

い
。
鷲
見
氏
の
い
わ
れ
る
よ
う
に
分
割
相
続
の
故
と
す
る
な
ら
ば
、

、
、
、

分
割
相
続
は
男
女
と
も
に
、
換
言
す
る
な
ら
息
子
と
娘
に
対
し
て
平、

等
に
行
わ
れ
て
い
た
の
に
、
広
大
な
貴
族
の
第
宅
に
父
母
夫
婦
は
娘

、
、

夫
婦
と
は
同
居
す
る
の
に
、
息
子
夫
婦
と
は
同
居
し
な
い
理
由
が
充

分
で
な
い
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
分
割
相
続
は
父
系
二
世
代
不

同
居
の
原
因
で
は
な
く
、
そ
れ
を
長
く
存
続
さ
せ
る
作
用
を
果
し
て

来
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

鷲
見
氏
が
、
第
宅
の
父
系
伝
領
を
例
証
し
、
そ
し
て
夫
方
提
供
型

I

柳
田
を
中
心
と
し
た
旧
説

’

夫
方
提
供
型
主
流
社
会

天讓

方花

提携

の
居
住
形
態
の
実
例
を
あ
げ
高
群
学
説
を
批
判
し
た
の
は
正
当
で
あ

る
。
け
れ
ど
も
、
氏
の
批
判
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
平
安
時
代
に
は
父

系
二
世
代
同
居
家
族
が
み
ら
れ
な
い
と
す
る
説
に
つ
い
て
、
氏
も
充

分
な
反
証
を
挙
げ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
の
は
服
藤
氏
の

（
胡
）

言
わ
れ
る
と
お
り
で
あ
る
。

も
と
も
と
、
高
群
の
家
族
婚
姻
学
説
は
柳
田
に
代
表
さ
れ
る
男
性

中
心
主
義
的
家
族
学
説
に
対
抗
し
て
提
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
彼

女
の
学
説
は
誤
説
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
こ
と
は
必
ず
し
も
柳
田
説
が

正
し
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
柳
田
は
平
安
時
代
の
婚
姻
居
住

に
つ
い
て
詳
細
な
分
析
を
行
っ
て
は
お
ら
ず
、
そ
の
内
容
は
明
確
で

（
蛆
）

は
な
い
。
し
か
し
、
柳
田
の
言
わ
ん
と
す
る
こ
と
は
「
平
安
時
代
は

夫
方
提
供
型
主
流
社
会
で
あ
り
、
居
住
形
態
は
父
系
二
世
代
同
居
で

あ
る
」
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
高
群
は
妻
方
提
供
型
主
流

社
会
と
し
、
居
住
形
態
と
し
て
は
父
系
二
世
代
不
同
居
と
し
た
。
し

か
し
、
両
者
い
ず
れ
も
誤
り
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
筆
者
は
、
平

安
時
代
は
夫
方
提
供
型
主
流
社
会
で
あ
り
、
居
住
形
態
と
し
て
は
父

系
二
世
代
不
同
居
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

冗耐

社 ネ1
． △

－

父
系
二
世
代
同
居
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つ
ま
り
、
筆
者
が
提
案
し
た
い
の
は
、
高
群
学
説
は
誤
謬
で
あ
っ
た

と
し
て
も
、
父
系
異
居
説
は
正
し
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
故

に
、
高
群
の
父
系
異
居
説
か
ら
母
系
原
理
説
を
分
離
し
、
改
め
て
平、

安
時
代
を
夫
方
提
供
型
主
流
社
会
と
捉
え
直
し
、
「
貴
族
層
に
は
原

、
、
、
、

則
的
に
は
（
一
例
も
な
い
と
言
う
の
で
は
な
く
）
父
系
二
世
代
同
居

家
族
が
承
ら
れ
な
い
」
と
し
、
平
安
時
代
の
家
族
形
態
を
把
握
す
る

こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。

Ｊ
’
一
一く

さ
て
、
こ
れ
ま
で
平
安
時
代
の
貴
族
層
に
は
、
父
系
二
世
代
同
居

家
族
は
な
か
っ
た
と
い
う
前
提
の
も
と
に
論
を
進
め
て
き
た
。
こ
こ

で
篠
川
賢
氏
の
見
解
を
聞
く
こ
と
に
し
よ
う
。
氏
は
、
「
『
霊
異
記
』

の
説
話
に
み
る
限
り
は
、
当
時
に
お
け
る
夫
方
居
住
婚
の
普
遍
的
存

（
別
）

在
が
指
摘
で
き
る
」
と
し
、
夫
方
居
住
婚
例
を
五
例
提
示
す
る
。
こ

の
う
ち
氏
が
父
系
二
世
代
同
居
家
族
と
さ
れ
る
の
は
、
上
巻
三
十

話
・
中
巻
三
話
・
同
二
十
七
話
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
上
巻
三
十
話

（
父
と
息
子
夫
婦
の
同
居
）
、
中
巻
三
話
（
母
と
息
子
夫
婦
の
同
居
）

に
つ
い
て
は
、
氏
の
推
則
の
域
を
出
な
い
。
残
さ
れ
た
中
巻
二
十
七

話
は
父
系
二
世
代
同
居
家
族
の
可
能
性
が
あ
る
。
同
話
は
尾
張
国
中

嶋
郡
の
大
領
尾
張
宿
禰
久
玖
利
の
父
母
が
、
久
玖
利
の
妻
の
大
力
を

恐
れ
離
婚
を
迫
り
、
久
玖
利
は
妻
を
「
本
の
家
」
に
送
っ
た
と
い
う

説
話
で
あ
る
。
従
っ
て
、
夫
方
提
供
型
居
住
形
態
で
あ
り
、
久
玖
利

夫
婦
が
父
母
夫
婦
と
同
居
し
て
い
た
と
解
釈
で
き
る
。
し
か
し
、
両

夫
婦
が
同
居
し
て
い
る
様
子
が
明
瞭
に
は
描
か
れ
て
お
ら
ず
、
正
確

を
期
し
難
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
篠
川
氏
は
吉
田
孝
氏
の
見
解
を

援
用
し
て
、
「
こ
こ
で
い
う
同
居
の
意
味
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
れ

、
、
、
、

は
か
な
ら
ず
し
も
同
じ
建
物
に
久
玖
利
夫
婦
と
そ
の
父
母
が
住
ん
で

い
る
こ
と
の
み
を
い
う
の
で
は
な
い
。
久
玖
利
は
大
領
に
任
じ
ら
れ

て
い
る
在
地
豪
族
で
あ
り
、
そ
の
居
宅
は
、
周
囲
に
垣
（
カ
キ
）
を

め
ぐ
ら
し
、
門
（
カ
ド
）
を
も
ち
、
そ
の
中
に
多
く
の
建
物
を
含
ん

だ
一
つ
の
独
立
し
た
区
画
（
す
な
わ
ち
ヤ
ヶ
）
を
形
成
し
て
い
た
と

考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
よ
う
な
一
区
画
（
ヤ
ヶ
）
の

中
に
久
玖
利
夫
婦
と
そ
の
父
母
が
別
々
の
建
物
に
住
ん
で
い
た
場
合

（
虹
）

も
、
当
然
、
同
居
と
み
な
さ
な
け
ら
ぱ
な
る
ま
い
（
傍
点
篠
川
）
」
と

さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
確
か
に
久
玖
利
夫
婦
と
父
母
夫

婦
の
「
同
郭
別
棟
」
式
同
居
が
な
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
高
い
（
こ

の
場
合
で
も
父
母
の
ヤ
ヶ
と
息
子
夫
婦
の
ヤ
ヶ
と
は
隣
接
し
て
い
て

別
々
で
あ
っ
た
可
能
性
も
留
保
し
て
お
か
な
く
て
は
な
る
ま
い
）
。

こ
の
見
解
と
村
武
精
一
氏
の
次
の
見
解
と
合
せ
考
え
る
と
興
味
深

い
。
「
（
合
同
家
族
の
）
合
同
と
い
う
の
は
一
緒
に
住
ん
で
い
る
と
い

う
こ
と
を
前
提
に
さ
れ
て
い
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
一
緒
に

住
ん
で
い
な
く
て
も
、
形
態
の
側
面
か
ら
み
て
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
フ
ァ
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ミ
リ
》
合
同
家
族
と
み
な
け
れ
ば
い
け
な
い
側
面
も
あ
る
わ
け
で
す

ね
。
…
社
会
人
類
学
で
は
、
合
同
イ
コ
ー
ル
居
住
だ
け
と
は
決
め
て
い

な
い
と
し
た
方
が
正
し
い
で
す
。
そ
れ
も
重
要
な
要
素
で
す
け
ど
、

一
緒
に
近
隣
に
屋
敷
地
を
も
っ
て
住
ん
で
い
て
も
、
経
営
が
ひ
と
つ

合
同
性
を
も
て
ば
、
こ
れ
は
や
は
り
父
系
合
同
家
族
あ
る
い
は
父
系

拡
大
家
族
、
と
い
う
よ
う
に
と
ら
え
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま

（
犯
）
す
」
。
こ
の
よ
う
な
、
在
地
と
未
開
社
会
で
の
同
居
（
合
同
）
の
意
味

を
参
考
と
す
る
な
ら
ば
、
都
市
の
貴
族
層
の
同
居
の
問
題
も
再
検
討

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

貴
族
の
第
宅
で
は
、
広
大
な
面
積
つ
ま
り
多
数
の
世
帯
を
包
容
す

る
空
間
が
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
第
宅
内
に
父
母
夫
婦
と
息
子
夫
婦
が

同
居
す
る
形
態
が
原
則
的
に
み
ら
れ
な
い
。
少
く
と
も
主
流
的
形
態

と
し
て
は
認
め
ら
れ
な
い
。
逆
に
、
娘
夫
婦
と
の
同
居
事
例
は
お
び

た
だ
し
く
列
挙
で
き
る
。
こ
の
意
味
か
ら
も
や
は
り
父
系
二
世
代
の

同
居
は
回
避
さ
れ
る
の
が
原
則
的
な
慣
行
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

従
っ
て
、
都
市
で
は
父
系
世
帯
は
広
大
な
居
宅
に
別
棟
形
式
の
同
居

す
ら
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
る
と
、
仮
に
在

地
に
お
い
て
、
篠
川
氏
の
言
わ
れ
る
ヤ
ヶ
式
（
同
郭
別
棟
式
）
同
居

が
平
安
時
代
の
初
期
に
存
在
し
て
い
た
と
す
る
と
、
奈
良
時
代
以
前

か
ら
そ
の
よ
う
な
形
態
が
存
在
し
て
い
た
と
推
定
で
き
る
。
そ
う
す

る
と
、
古
代
に
は
奈
良
及
び
そ
れ
以
前
か
ら
同
郭
別
棟
式
の
同
居
形

態
が
あ
り
な
が
ら
》
そ
の
末
喬
で
あ
る
平
安
時
代
の
貴
族
層
は
別
棟

式
の
同
居
形
態
を
形
成
し
て
い
な
い
と
い
う
理
論
的
矛
盾
が
生
じ

る
。
つ
ま
り
、
古
代
の
ヤ
ヶ
を
緊
縮
さ
せ
た
も
の
が
平
安
時
代
の
貴

族
の
第
宅
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
。

（
鴎
）

か
か
る
矛
盾
を
解
決
す
る
糸
口
と
し
て
、
鷲
見
氏
が
導
入
さ
れ
た

屋
敷
地
共
住
集
団
も
し
く
は
、
近
接
居
住
世
帯
群
な
る
理
論
が
有
効

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
同
理
論
は
、
そ
れ
ま
で
の
居
住
研
究

が
第
宅
と
第
宅
を
個
々
別
々
に
取
り
あ
げ
て
い
た
の
を
第
宅
を
有
機

的
関
連
性
の
中
で
捉
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
平
安
時
代
の
居

住
形
態
の
理
解
に
新
し
い
光
を
投
じ
た
も
の
で
あ
り
高
く
評
価
し
た

（
別
）

い
。
氏
及
び
吉
田
早
苗
氏
に
よ
れ
ば
、
実
資
を
中
心
と
し
た
父
系
親

族
集
団
が
小
野
宮
を
核
と
し
て
そ
の
周
辺
の
第
宅
に
居
住
し
て
い
た

こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
集
住
形
態
を
鷲
見
氏
が
「
屋

敷
地
共
住
集
団
」
と
把
握
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
氏
は
源
俊
房
の
父
系

親
族
集
団
が
土
御
門
を
中
心
に
屋
敷
地
共
住
集
団
を
形
成
し
て
い
た

（
妬
）

こ
と
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
第
宅
を
異
に
し
な

が
ら
も
近
接
し
て
居
住
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
体
性
も
し
く
は
求
心

性
の
あ
る
居
住
形
態
を
一
つ
の
巨
大
な
同
居
集
団
と
観
念
し
、
父
系

屋
敷
地
共
住
集
団
、
も
し
く
は
父
系
拡
大
家
族
と
捉
え
る
こ
と
は
可

能
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
た
、
在
地
の
ヤ
ヶ
式
居
住
の
都
市
的
表
現
、

つ
ま
り
か
つ
て
の
ヤ
ヶ
が
都
市
に
適
応
し
た
形
態
と
も
解
釈
で
ぎ
な
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お
わ
り
に

以
上
見
て
来
た
よ
う
に
、
平
安
時
代
の
貴
族
層
の
父
系
二
世
代
同

居
家
族
は
解
明
さ
れ
る
べ
き
多
く
の
問
題
点
が
あ
り
、
結
論
を
出
せ

る
状
態
で
は
な
い
。
屋
敷
地
共
住
形
態
の
よ
う
な
広
い
意
味
で
の
同

居
は
別
と
し
て
、
狭
い
意
味
で
の
同
居
、
つ
ま
り
一
第
宅
内
で
の
父

い
こ
と
も
な
い
。
し
か
し
、
藤
原
冬
嗣
（
閑
院
）
の
子
供
の
長
良

（
枇
杷
）
・
良
房
（
染
殿
）
・
良
相
（
西
三
条
）
・
順
子
（
東
五

条
）
等
が
、
父
の
閑
院
第
の
隣
接
地
へ
居
住
し
た
形
跡
が
な
い
こ
と

か
ら
す
れ
ば
、
平
安
初
期
に
は
見
ら
れ
な
い
形
態
で
あ
っ
た
か
も
し

れ
な
い
。
と
す
れ
ば
、
屋
敷
地
共
住
集
団
と
は
、
よ
り
父
系
観
念
の

発
達
し
た
平
安
中
期
に
な
っ
て
形
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
い
う
考
え
方
も
出
来
る
。
さ
ら
に
、
平
安
末
ｌ
鎌
倉
時
代

の
武
士
の
共
住
集
団
形
態
と
の
関
連
性
に
、
こ
の
理
論
が
何
ら
か
の

展
望
を
与
え
る
可
能
性
も
あ
る
と
言
え
よ
う
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
屋

敷
地
共
住
形
態
が
何
時
頃
か
ら
形
成
さ
れ
始
め
、
そ
の
性
格
が
如
何

な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
明
確
で
な
い
現
在
、
こ
れ
以
上
の
発
言
は

慎
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
要
す
る
に
、
古
代
に
ヤ
ヶ
式
（
同
郭
別

棟
式
）
父
系
二
世
代
同
居
家
族
が
存
在
し
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ

と
平
安
時
代
の
貴
族
層
の
居
住
形
態
と
の
接
点
は
ま
だ
充
分
に
見
出

さ
れ
て
い
な
い
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。

系
二
世
代
同
居
家
族
が
存
在
し
て
い
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
》
現
在

の
所
明
確
で
な
い
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
存
在
し
た
と
す
る

側
も
、
否
定
す
る
側
も
決
定
的
証
拠
に
欠
け
る
か
ら
で
あ
る
。
鷲
見

氏
に
よ
れ
ば
、
源
俊
房
の
土
御
門
第
に
は
俊
房
夫
婦
の
外
に
、
母
の

（
妬
）

尊
子
や
俊
房
の
姉
達
が
別
棟
同
居
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
篠
川
氏

が
中
巻
三
話
で
推
則
し
た
形
態
が
こ
こ
に
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
当

然
、
父
系
二
世
代
同
居
家
族
の
存
在
を
想
定
せ
し
め
る
。
ま
た
、
こ

、
、
、

れ
は
カ
マ
ド
禁
忌
慣
行
に
返
す
る
事
例
と
な
る
。
筆
者
は
、
現
在
の

、
、
、
、

研
究
段
階
で
は
、
平
安
時
代
の
貴
族
層
に
は
父
系
二
世
代
同
居
家
族

は
原
則
的
主
流
的
形
態
と
し
て
は
見
ら
れ
ず
、
そ
の
原
因
は
カ
マ
ド

禁
忌
（
母
系
遺
習
と
は
考
え
な
い
）
で
は
な
か
っ
た
か
と
す
る
見
解

に
立
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
篠
川
・
鷲
見
両
氏
の
見
解
は
今
後
の
課

題
と
し
て
お
き
た
い
。

注
（
１
）
こ
こ
で
言
う
平
安
時
代
と
は
平
安
初
期
Ｉ
中
期
に
か
け
て
の
こ
と
と

す
る
。

（
２
）
高
群
逸
枝
『
招
婿
婚
の
研
究
』
（
理
論
社
、
一
九
七
一
年
）
六
九
一

’
六
九
二
頁
。

（
３
）
関
口
裕
子
「
古
代
家
族
と
婚
姻
形
態
」
（
『
講
座
日
本
歴
史
』
２
〈
東

京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
四
年
〉
）
三
一
二
貝
。

（
４
）
栗
原
弘
「
高
群
逸
枝
の
家
族
婚
姻
学
説
に
つ
い
て
」
（
『
古
代
文
化
』
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第
四
○
巻
七
号
、
一
九
八
八
年
）
、
同
「
高
群
逸
枝
の
純
婿
取
婚
想
の
思

想
的
背
景
に
つ
い
て
」
（
『
歴
史
評
論
』
提
出
中
）
。

（
５
）
鷲
見
等
曜
『
前
近
代
日
本
家
族
の
構
造
』
（
弘
文
堂
、
一
九
八
三
年
）

一
二
○
頁
。

（
６
）
高
群
、
注
（
２
）
前
掲
書
、
三
七
四
頁
。

（
７
）
高
群
逸
枝
『
平
安
鎌
倉
室
町
家
族
の
研
究
』
（
国
書
刊
行
会
、
一
九

八
五
年
）
二
二
頁
。

（
８
）
私
の
「
柳
田
国
男
の
婚
姻
史
像
」
（
『
文
化
史
学
』
第
二
九
号
、
一
九

七
三
年
）
、
「
平
安
中
期
の
入
墓
規
定
と
親
族
組
織
」
（
『
京
都
地
域
史
の

研
究
』
〈
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
九
年
〉
所
収
）
の
二
論
文
は
高
群
学

説
に
全
面
的
に
依
存
し
た
も
の
で
あ
り
、
特
に
家
族
形
態
に
つ
い
て
言

及
し
た
個
所
は
自
説
を
撤
回
し
た
い
。

（
９
）
鷲
見
、
注
（
５
）
前
掲
害
、
一
二
二
’
一
二
四
頁
。

（
皿
）
『
大
和
物
語
』
九
十
六
段
。
迫
徹
朗
『
王
朝
文
学
の
考
証
的
研
究
』

（
風
間
書
房
、
一
九
七
三
年
）
七
二
’
七
七
頁
。

（
Ⅱ
）
師
尹
の
小
一
条
第
へ
の
居
住
を
伝
え
る
史
料
は
「
小
一
条
左
大
臣
」

（
『
大
鏡
』
『
尊
卑
分
昧
』
『
小
右
記
』
『
帝
王
編
年
記
』
）
と
あ
っ

て
、
す
べ
て
晩
年
の
状
況
を
示
す
も
の
ば
か
り
で
、
そ
れ
以
前
に
つ
い

て
は
不
詳
で
あ
る
。

（
皿
）
相
任
は
寛
和
二
（
九
八
六
）
年
十
六
才
で
出
家
（
『
尊
卑
分
豚
』
）
、

通
任
は
長
暦
三
（
一
○
三
九
）
年
六
十
六
才
で
没
（
『
公
卿
補
任
』
）
、

賊
子
は
万
寿
二
（
一
○
二
五
）
年
三
月
二
十
五
日
五
十
四
才
で
没
（
『
小

右
記
』
）
。

（
田
）
『
尊
卑
分
脈
』
第
二
編
、
師
尹
公
孫
。

（
Ｍ
）
（
巧
）
鷲
見
、
注
（
５
）
前
掲
書
、
二
一
五
頁
、
及
び
二
一
九
頁
。

（
焔
）
同
右
書
、
五
○
、
一
二
○
各
頁
。

（
Ⅳ
）
同
右
書
、
四
九
頁
。

（
焔
）
服
藤
早
苗
「
純
婿
取
婚
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
歴
史
評
論
』
四
五
五
号
、

一
九
八
八
年
）
七
頁
。
な
お
、
本
稿
は
服
藤
論
文
に
多
大
な
恩
恵
を
蒙

っ
た
。

（
岨
）
柳
田
国
男
「
婚
姻
の
話
」
（
『
定
本
柳
田
国
男
集
』
第
一
五
巻
〈
筑
摩

書
房
、
一
九
六
九
年
〉
所
収
）

（
別
）
篠
川
賢
「
『
日
本
霊
異
記
に
お
け
る
婚
姻
・
家
族
形
態
に
つ
い
て
」

（
『
成
城
短
期
大
学
紀
要
』
一
六
、
一
九
八
五
年
）
七
頁
。

（
皿
）
同
右
論
文
、
六
頁
。

（
配
）
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
前
近
代
の
家
族
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
歴
史
評
論
』
四

一
九
号
、
一
九
八
五
年
）
一
八
頁
。

（
路
）
鷲
見
、
注
（
５
）
前
掲
書
、
二
二
○
頁
。

（
型
）
吉
田
早
苗
「
藤
原
実
資
と
小
野
宮
第
」
（
『
日
本
歴
史
』
三
五
○
号
、

一
九
七
七
年
）
。

（
筋
）
鷲
見
等
曜
「
村
上
源
氏
の
居
住
形
態
」
（
『
岐
阜
経
済
大
学
論
集
』
二

○
’
一
、
一
九
八
六
年
）
一
六
頁
。

（
妬
）
同
右
論
文
、
一
四
’
一
六
頁
。

（
同
志
社
大
学
・
平
安
時
代
家
族
史
）
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